
　モニタリング検査については、多種多様な輸入食品について、統計学的に一定の信頼度で

違反を検出することが可能な検査数を基本として、食品群ごとに、輸入実績及び違反率等を

勘案し、検疫所が行うモニタリング検査の検査件数及び検査項目を定め、実施しています。違

反が発見された場合には、必要に応じ、同検査率を強化するほか、病原微生物の検出や残

留農薬等で同一国の食品等について2回以上違反が発見された場合等、違反の蓋然性が

高いと見込まれる食品等については、検査命令を発動し、輸入の都度検査を実施しています。

○検査命令……食品衛生法第26条第3項に基づき、違反の蓋然性が高いものについては

輸入の都度、検査を命令し、検査に合格しなければ輸入・流通が認められない検査

○モニタリング検査……食品の種類毎に輸入量、違反率、危害度等を勘案した統計学的

な考え方に基づく計画的な検査
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平成17年度
輸入届出件数1,871,173件、重量31,825千トン
届出件数の10.2%にあたる 件の検査を実施
1,014
（条文別分類違反件数）
11条（規格基準）違反660件、10条（添加物）違反165件、
6条（不衛生食品）違反218件など

輸入食品の現状
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